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ありがとう
　　びわの幼稚園

広　報

2013 －４
ありがとうありがとう
の
ありがとうありがとうありがとうありがとう
へへじ

特集　最後の卒園式

　　平成24年度文化・スポーツ賞

　　平成25年度予算

今月のスポットライト

　　　絵 画 教 室
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特　集

最
後
の
卒
園
式

卒園児による別れの言葉 修了証書を受け取る卒園児

最後の卒園児11名

修了児11名



特　集
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あ
り
が
と
う

　
　 

び
わ
の
幼
稚
園

　

３
月
16
日
、
び
わ
の
幼
稚
園
で
最

後
の
卒
園
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
閉
園
に
な
る
こ
と
が
決

ま
っ
て
い
る
び
わ
の
幼
稚
園
は
、
昭

和
53
年
４
月
に
開
園
し
て
以
来
、
35

年
の
間
、
１
３
７
４
名
の
卒
園
児
を

送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。

　

齋
藤
弘
実
園
長
（
野
辺
地
西
高
校

長
）
か
ら
卒
園
児
11
名
に
修
了
証
書

が
手
渡
さ
れ
、
来
年
度
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
、
違
う
幼
稚
園
、
保
育
園
に
通
う

こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
在
園
児
に
も

修
了
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
修

了
証
書
を
受
け
取
っ
た
後
、
お
母
さ

ん
、
お
父
さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち
を

込
め
て
花
を
手
渡
し
て
い
ま
し
た
。

　

齋
藤
園
長
は
「
こ
れ
が
最
後
の
お

話
に
な
る
け
ど
、
お
友
達
と
仲
良
く

で
き
る
優
し
い
子
に
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
子
ど
も
た
ち
を
激
励
し
ま
し

た
。

　

中
谷
町
長
は
「
た
く
さ
ん
の
自
然

と
大
き
な
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
、
素
晴

ら
し
い
環
境
に
囲
ま
れ
た
び
わ
の
幼

稚
園
が
閉
園
す
る
の
は
さ
み
し
い
。

こ
の
い
い
空
気
を
吸
っ
て
、
こ
れ
か

ら
も
遊
び
に
学
び
に
頑
張
っ
て
ほ
し

い
」
と
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
期
待

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
卒
園
児
の
別
れ
の
言
葉
や

在
園
児
の
送
る
言
葉
、
式
歌
、
園
歌

な
ど
、
成
長
し
た
子
ど
も
た
ち
の
姿

に
保
護
者
の
方
々
は
も
ち
ろ
ん
、
来

賓
の
方
々
も
目
頭
を
熱
く
し
て
い
ま

し
た
。
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特　集

野辺地町・野辺地町教育委員会

文　化　賞
スポーツ賞 授 与 式

野辺地町　文化・スポーツ賞　受賞者

野辺地町教育委員会　文化・スポーツ賞　受賞者
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特　集

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
功
績
を
称
え
る

　

２
月
26
日
、
中
央
公
民
館
に
お
い

て
、
野
辺
地
町
・
野
辺
地
町
教
育
委

員
会
文
化
ス
ポ
ー
ツ
賞
授
与
式
が
開

催
さ
れ
、
個
人
約
１
５
０
名
と
17
団

体
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
文
化
功
労
賞
は
、
多
年

に
わ
た
り
、
乃
木
流
吟
道
朗
吟
会
及

び
フ
ォ
ト
グ
ル
ー
プ
虹
の
代
表
と
し

て
、
吟
剣
詩
舞
・
写
真
の
普
及
振
興
、

後
継
者
育
成
に
尽
力
さ
れ
た
新
谷
吉

三
郎
さ
ん
と
、
長
年
謡
曲
の
普
及
振

興
に
貢
献
さ
れ
た
野
辺
地
宝
生
会
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
賞
に
、
野
辺
地

町
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
協
会
か
ら
滝
口
太

さ
ん
が
、
文
化
指
導
者
賞
に
野
辺
地

中
学
校
吹
奏
楽
部
顧
問
の
酒
田
建
さ

ん
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
、
酒
田
さ
ん

が
受
賞
者
を
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　

ま
た
酒
田
さ
ん
は
「
今
回
受
賞
で

き
て
本
当
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

今
後
も
変
わ
ら
ず
結
果
が
出
せ
る
よ

う
に
、
初
心
に
か
え
っ
て
頑
張
り
た

い
で
す
。
ま
た
、
ご
協
力
し
て
く
れ

て
い
る
保
護
者
の
方
々
、
町
の
方
々

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。」
と
コ
メ
ン

ト
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
賞
を
受
賞

し
た
滝
口
さ
ん
は
「
こ
れ
ま
で
や
っ

て
き
た
こ
と
を
評
価
し
て
い
た
だ
い

て
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
次
世
代
の
育
成
に
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

原
子
友
花
、
和
田
優
輝
、
菱
沼
舞
音
、

杉
山
淑
子
、
本
田
桃
子
、
本
間
夏
美
、

山
崎
柚
稀
、
冨
吉
啓
恵
、
新
谷
龍
生
、

前
田
美
聖
、
原
子
日
彩
、
横
浜
愛
香
、

西
村
亜
美
、
蛯
名
美
公
、
滝
澤
未
夢
、

洞
内
那
美
、
野
田
京
良
、
高
橋
知
未
、

木
明
奈
々
子
、
蛯
名
俊
介
、
木
村
竣
、

松
尾
美
空
、
前
田
聖
香
、
畑
口
莉
瑠

葉
、
洞
内
琉
那
、
渡
部
圭
司
、
石
田

愛
菜
、
滝
澤
唯
菜
、
松
尾
彩
希
、
古

林
若
菜
、
山
谷
啓
太
、
小
泉
未
侑
、

木
明
拓
人
、
金
浜
龍
馬
、
横
濵
世
弥
、

蛯
澤
竜
也
、
森
野
結
衣
、
三
浦
理
紗

子
、
熊
谷
亜
美
、
小
塚
朱
莉
、
中
山

元
、本
間
涼
、佐
藤
央
都
、坂
上
叶
美
、

大
山
詩
乃
、
金
枝
健
斗
、
村
山
陽
祐
、

沼
端
柚
有
莉
、
杉
山
花
鳳
、
横
濵
海

帆
、
三
國
若
菜
、
亀
田
二
千
翔
、
木

村
萌
々
華
、
亀
田
歩
夢
、
村
中
さ
く

ら
、
横
濵
帆
夏
、
亀
田
華
悠
、
木
村

蓮
汰
、
荒
川
紅
葉
、
横
濵
唯
花
、
中

津
楓
華

～
野
辺
地
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
～

▽
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
賞

滝
口
太

▽
ス
ポ
ー
ツ
賞

《
個
人
》
細
津
康
紀
、
斎
藤
春
菜
、

能
登
一
摩
、
横
浜
未
来

《
団
体
》野
辺
地
野
球
協
会
選
手
会
、

野
辺
地
町
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
、

野
辺
地
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

▽
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

《
個
人
》
四
戸
知
佳
、
石
文
大
樹
、

松
舘
香
奈
、
蝦
名
侑
也
、
能
登
圭
亮
、

熊
谷
優
磨
、
上
野
瑞
歩
、
坂
井
隼
人
、

山
田
光
世
、
清
水
目
優
生
、
佐
藤
真

子
、
越
野
華
菜
子
、
横
濵
柊
三
、
沼

（
受
賞
者
一
覧
）

�

《
敬
称
略
》

～
野
辺
地
町
文
化
賞
～

▽
文
化
功
労
賞

新
谷
吉
三
郎
、
野
辺
地
宝
生
会

▽
文
化
指
導
者
賞

酒
田
建

▽
文
化
奨
励
賞

《
個
人
》
蝦
名
柊
也
、
對
馬
勇
貴
、

四
十
物
佳
一
、
横
濵
め
ぐ
み
、
澤
田

郁
也
、
清
水
目
優
、
横
濵
早
希
、
髙

山
ひ
か
る
、
横
濵
彩
乃
、
沢
居
昌
也
、

橋
本
美
咲
、
尾
崎
花
梨

《
団
体
》
野
辺
地
中
学
校
吹
奏
楽
部

～
教
育
委
員
会
文
化
賞
～

《
個
人
》
七
崎
正
夫
、飯
田
美
奈
代
、

五
十
嵐
み
な
み
、
下
浅
菜
帆
、
織
笠

麻
菜
、
久
保
田
彩
夏
、
清
水
目
京
花
、

辺
忍
、
熊
谷
和
樹
、
小
比
類
巻
わ
か

ば
、
蛯
澤
由
里
絵
、
荒
川
愛
花
、
矢

部
綾
乃
、
新
井
山
琉
輝

《
団
体
》
光
星
学
院
野
辺
地
西
高
校

空
手
道
部
、
野
辺
地
高
校
男
子
ス

キ
ー
部
、
野
辺
地
高
校
女
子
ス
キ
ー

部
、野
辺
地
中
学
校
女
子
ス
キ
ー
部
、

野
辺
地
中
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
女

子
、

～
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
賞
～

《
個
人
》
駒
井
奈
菜
、
風
穴
莉
子
、

髙
田
瑚
海
、
沼
端
将
磨
、
中
﨑
麻
尋
、

熊
谷
ひ
よ
り
、
山
田
直
也
、
井
筒
悠

貴
、
川
村
翠
、
五
十
嵐
み
な
み
、
岡

田
大
志
、
滝
澤
幸
音
、
柴
崎
有
香

▽
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
賞

《
団
体
》
の
へ
じ
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
協
会
、
野
辺
地
空
手
道
会
Ａ

《
個
人
》
野
坂
大
貴
、坂
本
亜
梨
子
、

寺
島
徹
、
滝
沢
梨
紗
、
榎
林
悠
、
坂

本
紫
苑
、
蛯
澤
竜
也
、
松
田
怜
樹
、

中
山
元
、
沼
山
耕
弥
、
瀬
川
稀
龍
、

沼
山
陽
音
、
島
谷
織
羽
、
松
田
涼
那
、

瀬
川
優
姫
美
、
天
内
颯
、
太
田
彩
夢
、

沼
端
柚
有
莉
、
村
山
陽
祐
、
村
山
璃

空
、
沼
端
麗
、
山
田
直
季
、
宮
平
新
、

古
澤
龍
星
、
駒
ヶ
嶺
晃
志
、
加
藤
玲

那
、
尾
駮
玲
夢
、
柴
崎
圭
河
、
横
濵

帆
夏
、
島
谷
萌
華
、
本
間
涼
、
倉
岡

麻
衣
、
三
上
星
空
、
横
濵
宗
成
、
高

山
真
侑
、
沼
尾
矯
太

《
団
体
》
野
辺
地
町
柔
道
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
、
野
辺
地
空
手
道
会
、
Ｎ
Ｏ

Ｈ
Ｅ
Ｊ
Ｉ
オ
レ
ン
ジ
、
野
辺
地
サ
ッ

カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
若
葉
小
学

校
卓
球
部
男
子
、
馬
門
ク
ロ
カ
ン
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
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特　集

町税
12億2,101万円

地方交付税
20億8,000万円

国庫支出金
10億1,978万6千円

県支出金
7億9,787万円

繰入金
2億7,467万2千円

諸収入
3,465万8千円 

町債
10億4,070万円

その他
3億8,930万3千円

町民税
5億2,377万円

固定資産税
5億3,124万8千円

軽自動車税
2,530万2千円

町たばこ税
1億3,683万円

入湯税
386万円

国や金融機関からの借入金
町　債

町民税や固定資産税など、
町民の皆さんからの税金

町　税

特定の事業の経費に充てる
ため、国から支出されるお金

国庫支出金

他の収入科目に含まれない
お金

諸　収　入

特定の事業の経費に充てる
ため、県から支出されるお金

県支出金

基金から一般会計に組み入
れられるお金

繰　入　金

地方贈与税や各種交付金等
そ　の　他

国税の一部から特定の基準
により交付されるお金

地方交付税

一般会計予算額
68億5,800万円

前年比７億4,800万円（10.9％）増

一般会計　歳入68億5,800万円
� ※単位：千円

平
成
25
年
度
予
算

町民一人当たり・・・83,516円
一世帯あたり・・・・・185,367円
の税金を納めていただいています。
※単純に町税総額と人口・世帯数（H25.2.28現在)
から算出したものです。

歳入の種類

町税内訳
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特　集

議会費
8,086万7千円

総務費
7億8,801万6千円

民生費
17億812万2千円

衛生費
10億4,552万8千円

農林水産費
8,820万5千円

商工費
8,565万3千円

土木費
3億4,986万9千円

消防費
4億7,899万7千円

教育費
16億7,514万8千円

公債費
4億1,033万7千円

その他
1億4,725万8千円

会計名 本年度予算 前年度予算 比較

国 民 健 康
保 険 事 業 1,990,053 1,903,805 86,248

後 期 高 齢 者
医 療 146,702 286,250 △ 139,548

介護保険事業 1,383,234 1,394,482 △ 11,248

介護サービス
事 業 10,171 10,187 △ 16

下 水 道 事 業 21,904 21,246 658

合 計 3,530,160 3,615,970 △ 85,810

町民一人当たり・・・　468,399円
一世帯当たり・・・・ 1,039,624円
のお金を使っています。
※単純に人口・世帯数（H25.2.28現在)か
ら算出したものです

特別会計は、特定の収入がある事業
を行う場合に、一般会計と分けて経
理されるものです。

一般会計　歳出68億5,800万円
� ※単位：千円

水道会計予算
� ※単位：千円
収益的収入・支出
� 予算額　2億7,989万4千円

資本的収入・支出
� 収入額　3,200万円 　　　
� 支出額　1億5,732万7千円

特別会計予算
� ※単位：千円

原水及び
浄水費
3,223万円

配水及び
給水費
1,078万1千円

総係費
6,742万8千円

減価償却費
9,810万円

支払利息
及び企業
債取扱諸費
3,580万6千円

その他
1,620万3千円

支出

支出

施設改良費
5,112万6千円

営業設備費
36万5千円

企業債償還金
1億583万6千円

収入
水道料金

2億7,600万円

その他
389万4千円

収入
企業債

3,200万円
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特　集

平成25年度　歳出科目別　　主な事業

道路や河川の
整備、除雪に
要する経費 学校教育や生

涯学習、文化・
スポーツ振興
などに要する
経費

消防や救急、
防災などに要
する経費

①消防本部・消防署費 《4億3,321万2千円》
　�　上十三消防指令業務共同運用に係る共同指令セ
ンター整備と、消防無線デジタル化の実施設計、
高規格救急車の更新分などの経費

②消防団 《4,578万5千円》
　�　20年が経過する、野辺地町消防団第６分団の消
防車更新など、消防団活動に係る経費

①街路灯器具 《107万1千円》
　�　故障している街路灯から、順次LED器具に切り
替えるための経費

②町道改良工事 《9,212万円》
　�　石神裏・上川原線をはじめ、10路線の道路、歩道、
側溝の整備のための経費

③除雪対策 《6,954万3千円》
　�　１㎡あたりの基準単価を125円から130円へアッ
プする予定

④駅前広場整備事業 《4,524万3千円》
　�　駐車場の整備と進入路の新設、歩道の整備など
の工事費の他、平成26年度の駅前広場全体整備の
設計業務や調査業務の経費

①子供達の英会話能力向上支援事業 《472万5千円》
　�　イングリッシュ・デイの開催や、通学合宿での
英会話導入などに係る経費

②町立小中学校講堂部材耐震化点検 《495万6千円》
　�　各学校講堂の天井や照明器具などの部材を点検
するための経費

③野辺地中学校整備 《11億198万4千円》
　�　野辺地中学校の改築の事業費。太陽光発電設備
を設置するなど、子供達が気持ちよく学べる環境
を整備するための経費。

④冊子印刷 《41万円》
　�　「あるく　みる　なっとく野辺地の自然と文化」
を増刷するための経費（１冊700円で販売）

⑤図書館備品購入 《120万円》
　�　図書館のロビー、閲覧室にあるイスを購入する
ための経費

⑥体育施設工事 《3,088万7千円》
　�　町立体育館玄関ポーチ、屋根の改修をはじめ、
運動公園陸上競技場のトラックレーンの補修、屋
内温水プールの施設補修、塗装工事などに係る経
費

消　防　費

土　木　費

教　育　費

　役場の事業はすべて予算に基づいて実施されま
す。予算がないとお金を支出することができないか
らです。
　予算がなくても実施しなければならない事業が出
てきた場合、当初の予算が足りなくなった場合は「補
正予算」で対応します。
　当初予算も補正予算も実施するには議会での承認
が必要です。
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特　集

平成25年度　歳出科目別　　主な事業

戸籍、徴税、
選挙等役場を
運営するため
の経費

子どもや高齢
者、障がい者
への福祉のた
めの経費

健康診断や予
防接種、ゴミ
の収集処理な
どの経費

農林水産業の
振興に要する
経費

商工業や観光
の振興に要す
る経費

①まちづくりフォーラム運営 《50万円》
　�　これからの町の活性化へ向けて考えていくため
に開催するフォーラムの経費

②バス交通対策検討委員会負担金 《400万円》
　�　バスを中心とした公共交通機関のあり方を野辺
地町、横浜町、六ヶ所村で検討していく委員会設置、
運営の経費

③原子力立地給付金減額対策助成金 《1,200万円》
　�　減額となる一般家庭のうちの非課税世帯へ１件
あたり5,000円給付するためのもの

④海抜表示シート、非常用発電機等購入
 《817万8千円》
　�　海面からどの程度の高さなのかを示す海抜表示
シートや避難所、町内集会所へ非常用発電機、投
光器を購入するための経費

①予防接種 《5,376万3千円》
　�　４月から子宮頸がん、ヒブワクチン、小児肺炎
ワクチンが定期化されます。

②養育医療給付費 《80万円》
　�　未熟児で出生し、医師が入院養育を必要と認め
た場合の医療給付金（25年から町で行う）

③一般廃棄物最終処分場管理費 《2,907万3千円》
　�　処分場内に保管していたPCB廃棄物を輸送処理
するなどの経費

④公立野辺地病院 《5億188万3千円》
　�　玄関及びナースステーションの改修によるイ
メージアップや送迎バス経費など

①観光物産広報事業 《52万5千円》
　�　東奥日報夕刊の付録として月に一回発刊される
小冊子「トゥーライフ」に野辺地町特集を組んで
PRするための経費（６月号で葉つきこかぶを特集）

②北のまほろば復興スクラム事業 《474万4千円》
　�　千石船「みちのく丸」が野辺地から復興支援に
旅立つ常夜燈フェスタの補助金や常夜燈みなと祭
りへの補助金

①漁業経営基盤強化事業費 《1,120万8千円》
　�　ホタテの出荷ストック量の不足のため、大手スー
パー等と納入契約を結べないので、水槽を増設し、
ストック量を増やすための経費

①重度心身障害者医療対策費 《79万8千円》
　�　重度心身障害者医療費を８月から現物給付にす
るためのシステム改修に係る経費

②障害児保育事業補助金 《88万８千円》
　�　町内保育園の障害児の受け入れ態勢を整えるた
めの補助金

③すこやか医療費 《1,134万2千円》
　�　システム改修を行い、現物給付を受けられるよ
うになります。

④社会福祉協議会活動費 《1,066万4千円》
　�　外出支援サービス事業、ほのぼのコミュニティ
21推進事業、要援護者除雪対策事業など。

総　務　費

衛　生　費

商　工　費

農林水産業費

民　生　費
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文部科学大臣賞受賞　古林若菜さん

野高スキー部堂々成績を残し凱旋

青少年体育センターで熱戦！！

　全国から約12000展の作品が集められた第49回全国児童才能
開発コンテスト図画部門高学年の部で、古林若菜さん（若葉小
６年）が文部科学大臣賞を受賞しました。
　応募作品の中から１作品しか選ばれない賞を受賞したことに
対して「とても驚いたけど、うれしかった」とコメントした古
林さんの作品は「家路へ急ぐ」と題した版画作品で、仕事帰り
の人たちの後姿を描写した作品です。
　中谷町長は「これからも勉強に運動に頑張って、才能を磨い
てほしい」と激励しました。

　数々の輝かしい成績を残した野辺地高校スキー部が２月26
日、町長へ今季の結果を報告に訪れました。
　インターハイ、国民体育大会はリレー男女とも入賞、個人で
は松舘香奈選手（野辺地高１年）が国民体育大会少年女子の部
で２連覇を成し遂げるなど、輝かしい成績を残しました。
　中谷町長は「みなさんを目標としている小中学生たちの、よ
い目標としてこれからも大いに期待している」と激励しました。

　２月24日、青少年体育センターにおいて、子ども会、スポー
ツ少年団の児童を対象にドッヂビー大会が開催されました。
　下町一区子ども会や野球スポーツ少年団など約100人が参加
し、結果は野球スポーツ少年団が優勝しました。
《ドッヂビー》
　ドッジボールのボールがフリスビーになったもの。誰でも親
しみやすいスポーツを目指している。（日本ドッヂビー協会）

子どもたちの楽しい給食のために

野中スキー部・吹奏楽部　町長に報告へ

　平成25年３月から一年間、ＪＡゆうき青森農業協同組合から、
学校給食共同調理場（給食センター）へ、長芋を寄贈していた
だけることになりました。
　ＪＡゆうき青森の大関組合長は「地元で生産されている野菜
に親しみを持ってもらい、子どもたちの豊かな心と体作りに役
立てばと思っています」と話していました。
　４月は48キロの長芋を寄贈していただき、長芋のシチューな
どの学校給食に使われています。

　２月28日、野辺地中学校スキー部、吹奏楽部が素晴らしい成
績を町長へ報告しました。
　スキー部は東北大会女子リレー４連覇をはじめ、優秀な成績
を残しました。
　また、吹奏楽部も東北大会５年連続金賞を受賞するなど、輝
かしい成績を残しました。
　中谷町長は「勉強と部活を両立することはとても難しいこと
だと思うが、成し遂げれば大きく成長できる。」と生徒たちを
激励しました。

大関組合長と横浜給食センター所長、栄養士の木村さん

報告へ訪れたスキー部、吹奏楽部、顧問、後藤校長

報告へ来た古林さん、新渡校長ら

野高スキー部、瀧口校長、顧問、中谷町長ら

参加者のみなさん

まちのニュース
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野辺地中学校卒業式

町内各所をボランティアで排雪

町立小学校３校で卒業式

　３月８日、野辺地中学校で卒業証書授与式が開催され、大き
な希望と夢を胸に129名の生徒が卒業証書を受け取りました。
　「野辺地の元気は野中から」の言葉通り、野辺地の元気をつ
くってくれた。これからも学びの心を忘れずに頑張ってほしい、
と後藤校長が式辞を述べました。
　中谷町長は「これまで以上に辛いこと、苦しいことが待って
いると思うが、苦しみから逃げていては本当の喜びは得られな
い。次のステップに進んでも頑張ってほしい」と祝辞を述べ、
卒業生を激励しました。

　今年度もたくさんの雪が降り、観測史上最大の
積雪を記録した市町村も県内にありました。
　そのような中、野辺地町では３月４日に升澤組
が、７日にエボシ建設業組合が、12日は野辺地建
設業組合がそれぞれ、町内各所のボランティア排
雪が行われました。
　中谷町長は「除雪費用も足りなくなっているの
で、非常に助かります。これからも御協力お願い
します」と感謝の気持ちを述べていました。

　３月22日、町立小学校３校で卒業証書授与式
が開催され、野辺地小学校70名、若葉小学校35名、
馬門小学校11名、計116名の卒業生が、卒業証書
を受け取りました。
　野辺地小学校卒業式に出席した中谷町長から
「今までお世話になった方々への感謝の気持ちを
忘れずに、これからも頑張ってほしい」と卒業生
を激励しました。

伝統の卒業式歌

３月４日　升澤組

野辺地小学校　
髙松校長から卒業証書を受け取る卒業生

３月12日　野辺地建設業組合

馬門小学校　
境校長から卒業証書を受け取る卒業生

３月７日　エボシ建設業組合

若葉小学校　
新渡校長から卒業証書を受け取る卒業生

まちのニュース
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緊
急
雇
用
創
出
事
業
の
一
環
と
し

て
開
設
し
て
お
り
ま
し
た
、
エ
コ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
３
箇
所
の
う
ち
、
２
箇

所
を
廃
止
し
ま
す
。

○
廃
止
月
日

　

平
成
25
年
４
月
５
日

○
廃
止
場
所

　

�

字
野
辺
地
17

－

１
（
野
坂
ビ
ル
駐

車
場
）

　

�

字
野
辺
地
30

－

５
（
旧
職
業
安
定

所
）

　

平
成
24
年
10
月
か
ら
眼
科
外
来
の

診
療
が
週
１
回
と
な
り
皆
様
に
は
、

大
変
御
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
平
成
25
年
４
月
よ
り
眼
科

　

今
年
度
か
ら
開
か
れ
た
教
育
委
員

会
を
目
指
し
、
教
育
委
員
会
の
定
例

会
を
公
開
し
ま
す
。
傍
聴
を
希
望
す

る
方
は
、
期
日
の
１
週
間
前
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
日
時

　

平
成
25
年
４
月
26
日
（
金
）

　

14
時
～

○
場
所　
中
央
公
民
館
第
１
研
修
室

祝
！
１
０
０
歳
! !

 

萌
出
は
つ
ゑ
さ
ん

エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

一
部
廃
止
の
お
知
ら
せ

野
辺
地
病
院
眼
科
外
来

診
療
日
変
更
の
お
知
ら
せ

防
災
行
政
無
線

チ
ャ
イ
ム
放
送
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
定
例
会

開
催
の
お
知
ら
せ

住
宅
防
火
に
つ
い
て

中谷町長、稲垣会長らと記念写真

　平成25年４月１日から企画財政課、管財課、産業観光振興課の課名と業務が下記のとおり変更されまし
たのでお知らせします。

新設された課 場　所 業務内容

地 域 戦 略 課 第一庁舎２階
①企画政策（重要施策の企画・立案等）
②まちづくり担当（交通政策、過疎対策等）
③商工観光振興（観光資源の活用・開発等）

財 政 課 第三庁舎２階
①財政（町予算等）
②管財（財産管理や指名願い、入札の実施等）

農 林 水 産 課 第二庁舎２階 ①農林水産振興（農業、水産業等の振興）
� ※バス貸出の申込みについては建設環境課で受け付けます。

外
来
の
診
療
日
が
週
２
日
に
な
り
ま

す
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

○
眼
科
外
来

　

月
曜
日
・
火
曜
日
の
週
２
回

○
問
合
せ
先

公
立
野
辺
地
病
院　

医
事
グ
ル
ー
プ

�

☎
０
１
７
５

－

64

－

３
２
１
１

○
内　
容

①�

県
費
負
担
教
職
員
の
採
用
に
係
る

内
申
等

②�

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
、
非
常
勤

職
員
の
採
用
に
つ
い
て

③
学
校
評
議
員
等
の
委
嘱
に
つ
い
て

○
会
議
の
公
開
・
非
公
開

　

原
則
と
し
て
公
開
で
行
い
ま
す

が
、
内
容
に
よ
っ
て
は
非
公
開
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
申
込
先

　

教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課

�

☎
64

－

２
１
１
９

　

町
で
は
、
防
災
行
政
無
線
の
機
能

点
検
を
目
的
と
し
て
、
毎
日
、
時
報

チ
ャ
イ
ム
を
放
送
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
11
月
１
日
よ
り
試
験
的
に
時

間
帯
を
変
更
し
て
放
送
し
て
お
り
ま

す
が
、
４
月
以
降
も
同
様
の
時
間
帯

で
放
送
い
た
し
ま
す
の
で
御
理
解
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

○
７
時
30
分　

町
民
歌

○
12
時　
　
　

野
辺
地
音
頭

○
18
時　
　
　

祭
り
日

○
問
合
せ
先

�

防
災
安
全
課　

☎
64

－

２
１
１
１

い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

～
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
～

○
３
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
絶
対
や
め
る

②�

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

③�

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
必
ず
火
を
消
す

○
４
つ
の
対
策

①�

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

②�

寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品

を
使
用
す
る

③�

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す

る
④�

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
つ
く
る

4月から役場の課が一部変更になります。

 
 
 
 

企画財政課 
（廃止） 

地域戦略課
（新設）

財政課
（新設）

管財課 
（廃止） 

産業観光振興課 
（廃止） 

農林水産課（新設）

企画政策・まちづくり業務 

財政業務 
統合 

商工観光業務 

農林水産振興業務 

お知らせ
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３
月
か
ら
野
辺
地
町
に
司
法
書
士

無
料
相
談
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
青
森
県
司
法
書
士
会
の

方
々
が
２
名
で
、
相
談
に
乗
っ
て
く

れ
ま
す
。

○
相
談
日

　

毎
週
水
曜　

13
時
～
16
時

　
　
　

土
曜　

９
時
～
12
時

　

予
約
し
た
場
合
は
優
先
的
に
相
談

に
乗
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　

☎
73

－

７
１
３
０

※�

相
談
日
以
外
の
電
話
に
つ
い
て
は

青
森
県
司
法
書
士
会
へ
転
送
さ
れ

ま
す
。

　

子
育
て
を
楽
し
み
た
い
、
新
し
い

友
達
を
見
つ
け
た
い
な
ど
、
そ
ん
な

あ
な
た
の
た
め
の
サ
ー
ク
ル
で
す
。

　

生
活
支
援
ハ
ウ
ス
は
、
高
齢
者
が

安
心
し
て
健
康
で
明
る
い
生
活
を
送

れ
る
よ
う
に
支
援
し
、
高
齢
者
の
福

祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
施
設
で
す
。

○
対
象
者

　

野
辺
地
町
に
住
所
を
有
す
る
方

で
、
原
則
と
し
て
、
60
歳
以
上
の
一

人
暮
ら
し
の
方
、
老
夫
婦
世
帯
、
家

○
統
一
標
語

　「
山
の
火
事

　
　
　
　
　
も
と
は
小
さ
な

�

火
種
か
ら
」

○
実
施
期
間

　

青
森
県
で
は
、
県
税
の
口
座
振
替

の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
県
税
の
納
税
は
、便
利
で
安
全
・

確
実
な
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

口
座
振
替
を
利
用
で
き
る
県
税

○�

個
人
事
業
税
→
８
月
、
11
月
納
期

分
（
定
期
賦
課
分
）

○�

自
動
車
税
→
６
月
納
期
分
（
定
期

賦
課
分
）

○
法
人
県
民
税
・
法
人
事
業
税

　

→
中
間
申
告
、
確
定
申
告

○�

軽
油
取
引
税
→
特
別
徴
収
義
務
者

の
申
告
分（
徴
収
猶
予
分
を
除
く
）

※�
申
告
期
限
ま
で
に
申
告
書
が
提
出

さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
口
座
振
替

に
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

○
日
時

　

平
成
25
年
４
月
21
日
（
日
）

�

午
後
１
時
～

○
場
所　

ま
か
ど
温
泉
ホ
テ
ル

○
主
催　

新
舞
踊
一
の
会

○
問
合
せ
先

　

一
の
会　

☎
64

－

２
５
７
８

司
法
書
士
相
談
セ
ン
タ
ー

 

オ
ー
プ
ン
！

ピ
コ
ロ
・
ぴ
よ
ぴ
よ
ク
ラ
ブ

 

会
員
募
集

県
税
口
座
振
替
制
度
の

 

お
知
ら
せ

花
形
一
彦
新
舞
踊

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
開
催

生
活
支
援
ハ
ウ
ス
の
御
案
内

平
成
25
年
山
火
事
予
防
運
動

旧ラグノオ（野坂ビル横）

い
ろ
い
ろ
楽
し
い
行
事
が
あ
り
ま
す

の
で
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

○
対
象

「
ピ
コ
ロ
ク
ラ
ブ
」

　

１
歳
６
ヶ
月
以
上
の
子
ど
も
さ
ん

と
お
母
さ
ん

「
ぴ
よ
ぴ
よ
ク
ラ
ブ
」

　

１
歳
６
ヶ
月
以
下
の
子
ど
も
さ
ん

と
お
母
さ
ん

○
活
動
日

　

５
月
～
12
月
ま
で
毎
週
火
曜
日

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

○
年
間
活
動
費

　

保
護
者
１
０
０
０
円

　

子
ど
も
２
０
０
０
円

　

※�

開
級
式
は
５
月
７
日
（
火
）
午

前
10
時
か
ら
野
辺
地
町
中
央
公

民
館
第
１
和
室

○
申
込
み

　

４
月
26
日
（
金
）
ま
で
に
野
辺
地

町
中
央
公
民
館
ま
で
会
費
を
添
え
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み

用
紙
は
野
辺
地
町
中
央
公
民
館
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。�

（
印
鑑
持
参
）

族
に
よ
る
援
助
を
受
け
る
こ
と
が
困

難
で
高
齢
等
の
た
め
独
立
し
て
生
活

す
る
こ
と
に
不
安
の
あ
る
方
。

○
事
業
主
体

野
辺
地
町
受
託
事
業
者

�

社
会
福
祉
法
人　

福
祉
の
里

○
所
在
地　

野
辺
地
町
字
餅
粟
川
原
３

－

２

�

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
へ
じ
内

定
員
12
人（
個
室
）

○
利
用
料
金

【
居
宅
部
門
利
用
者
負
担
額
基
準
】

�

月
額
0
円
～
５
０
０
０
０
円

※
収
入
に
よ
り
異
な
る
。

【
利
用
料
】

①�

電
気
代　

各
居
室
の
メ
ー
タ
ー
に

よ
り
精
算

②
水
道
代　

１
５
０
０
円
程
度

③
食　

費　

一
日
１
４
０
０
円

④�

暖
房
費　

月
５
０
０
０
円
（
11
月

～
３
月
）

○
申
込
み
・
問
合
せ
先　

　

�
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
受
付
事
務
局

（
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
は
ま

な
す
）�

☎
65

－

２
２
２
５

　

野
辺
地
町
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
内

�
介
護
・
福
祉
課

�

☎
64

－

１
７
７
０

　

平
成
25
年
４
月
27
日
（
土
）
～

　

平
成
25
年
５
月
６
日
（
月
）

○
重
点
事
項

・
枯
れ
草
等
の
あ
る
火
災
が
起
こ
り

や
す
い
場
所
で
は
、
た
き
火
を
し

な
い
こ
と

・
た
き
火
等
火
器
の
使
用
中
は
そ
の

場
を
離
れ
ず
、
使
用
後
は
完
全
に

消
火
す
る
こ
と

・
強
風
時
及
び
乾
燥
時
に
は
、
た
き

火
、
火
入
れ
を
し
な
い
こ
と

・
た
ば
こ
は
、
指
定
さ
れ
た
場
所
で

喫
煙
し
、
吸
い
殻
は
必
ず
消
す
と

と
も
に
、
投
げ
捨
て
な
い
こ
と

振
替
日

○�

個
人
事
業
税
、
自
動
車
税
→
納
期

限
の
日

○�

法
人
県
民
税

･

法
人
事
業
税
等
、

軽
油
取
引
税
→
申
告
期
限
の
翌
月

25
日

申
込
期
限

○
個
人
事
業
税
→
８
月
中
旬

○
自
動
車
税
→
４
月
30
日

○�

法
人
県
民
税
・
法
人
事
業
税
、
軽

油
取
引
税
→
申
告
期
限
の
日

申
込
方
法

　

�

納
税
者
本
人
の
通
帳
と
預
金
届
出

印
を
持
参
の
う
え
、
取
扱
金
融
機

関
ま
た
は
各
地
域
県
民
局
県
税
部

の
窓
口
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙

に
よ
り
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

《
詳
し
く
は
、
お
近
く
の
取
扱
金
融

機
関
ま
た
は
上
北
地
域
県
民
局
県
税

部
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
》

問
合
せ
先

　

上
北
地
域
県
民
局
県
税
部

�

納
税
管
理
課

　

☎
０
１
７
６

－

22

－

８
１
１
１

�

（
内
線
２
０
５
）

お知らせ
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障
害
者
自
立
支
援
法
か
ら

�
障
害
者
総
合
支
援
法
へ

　

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
、
障
害

者
自
立
支
援
法
を
障
害
者
総
合
支
援

法
「
正
式
名
称
：
障
害
者
の
日
常
生

活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援

す
る
た
め
の
法
律
」
と
す
る
と
と
も

に
、
障
害
者
の
範
囲
に
難
病
等
の
方

が
加
わ
り
ま
す
。対
象
と
な
る
方
は
、

身
体
障
害
者
手
帳
の
所
持
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
、
必
要
と
認
め
ら
れ
た
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
（
障
害
者
・
児

に
つ
い
て
は
、障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、

相
談
支
援
、
補
装
具
及
び
地
域
生
活

支
援
事
業
。
障
害
児
に
つ
い
て
は
、

障
害
児
通
所
支
援
及
び
障
害
児
入
所

支
援
）の
受
給
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

○
対
象
者

　

対
象
疾
患（
関
節
リ
ウ
マ
チ
、パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
等
、
１
３
０
疾
患
）
に

よ
る
障
害
が
あ
る
方
々
。

○
手
続
き

　

対
象
疾
患
に
罹
患
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
証
明
書
（
診
断
書
又
は
特

定
疾
患
医
療
受
給
者
証
等
）・
印
鑑

を
持
参
の
上
、
介
護
・
福
祉
課
（
健

康
増
進
セ
ン
タ
ー
内
）
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
、申
請
・

相
談
の
窓
口
が
、上
十
三
保
健
所（
十

和
田
市
）
か
ら
介
護
・
福
祉
課
（
健

康
増
進
セ
ン
タ
ー
内
）
に
変
わ
り
ま

す
。

※�

「
育
成
医
療
」
…
18
歳
未
満
で
特

定
の
障
害
（
心
臓
手
術
、
人
工
透

析
療
法
等
）が
あ
る
方
が
対
象
で
、

身
体
の
障
害
を
除
去
、
軽
減
し
て

生
活
能
力
を
得
る
た
め
の
医
療
。

○
障
害
者
虐
待
防
止
法

　
「
正
式
名
称
：
障
害
者
の
虐
待
の

防
止
、
障
害
者
の
養
護
者
に
対
す
る

支
援
等
に
関
す
る
法
律
」
の
施
行
に

伴
い
、
家
庭
や
障
害
者
施
設
、
職
場

等
で
、
虐
待
を
受
け
た
・
虐
待
に
気

づ
い
た
人
の
通
報
義
務
が
定
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

町
で
は
、
野
辺
地
町
障
害
者
虐
待

防
止
セ
ン
タ
ー
を
介
護
・
福
祉
課（
健

康
増
進
セ
ン
タ
ー
内
）
に
設
置
し
、

障
害
者
の
虐
待
に
関
す
る
相
談
・
通

報
・
届
出
を
受
付
し
ま
す
。

○
虐
待
の
事
例

①�

身
体
的
虐
待　

殴
る
・
蹴
る
・
縛

り
つ
け
る
・
閉
じ
込
め
る
・
不
要

な
薬
を
飲
ま
せ
る　

等

②�

性
的
虐
待　

性
行
為
を
強
制
す

る
・
性
器
へ
の
接
触
・
裸
に
す
る
・

わ
い
せ
つ
な
話
を
す
る　

等

③�

心
理
的
虐
待　

怒
鳴
る
・
の
の
し

る
・
仲
間
に
入
れ
な
い
・
わ
ざ
と

無
視
を
す
る　

等

④�

放
棄
・
放
任　

食
事
を
与
え
な
い
・

入
浴
さ
せ
な
い
・
仲
間
に
入
れ
な

い
・
わ
ざ
と
無
視
を
す
る　

等

⑤�

経
済
的
虐
待　

本
人
の
同
意
な
し

に
金
銭
を
使
用
す
る
、
財
産
等
を

運
用
す
る�

・
年
金
や
賃
金
を
渡

さ
な
い　

等

　

平
成
24
年
度
に
障
害
者
自
立
支
援

法
が
改
正
さ
れ
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
・
障
害
児
通
所
支
援
の
支
給
申
請

を
す
る
場
合
、
サ
ー
ビ
ス
等
の
支
給

決
定
前
に
「
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画

案
」
の
提
出
を
求
め
、
こ
れ
を
勘
案

し
て
支
給
決
定
を
行
う
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
後

に
、
指
定
特
定
相
談
支
援
事
業
者

（
相
談
支
援
専
門
員
）
が
定
期
的
に

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
を
実
施
し
、
適
切

な
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
向
け
た
き
め
細

か
い
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
相
談
支
援
専
門
員
の
支
援
内
容

１�
．
利
用
者
本
人
及
び
家
族
の
意
思

を
尊
重
し
、
心
身
の
状
況
・
そ
の

置
か
れ
て
い
る
環
境
・
サ
ー
ビ
ス

利
用
に
関
す
る
意
向
・
そ
の
他
の

事
情
を
勘
案
し
、
利
用
す
る
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
種
類
及
び
内

容
、
そ
の
他
を
記
載
し
た
「
サ
ー

ビ
ス
等
利
用
計
画
案
」
を
支
給
決

定
前
に
作
成
。

２�

．
支
給
決
定
後
、
サ
ー
ビ
ス
提
供

事
業
者
等
と
連
絡
調
整
（
サ
ー
ビ

ス
担
当
者
会
議
の
開
催
等
）
し
、

計
画
を
作
成
。

３�

．
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
が
適
切

で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
期
間
ご
と
に
サ
ー
ビ

ス
等
の
利
用
状
況
を
検
証
し
、
計

画
の
見
直
し
を
行
う
。

※�

平
成
25
年
３
月
末
現
在
、
野
辺
地

町
内
に
指
定
特
定
相
談
事
業
所
は

有
り
ま
せ
ん
。（
※
他
市
町
村
の

事
業
所
に
依
頼
可
能
）

《
問
合
せ
先
》

　

�

介
護
・
福
祉
課
（
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー
内
）�

　

☎
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－

１
７
７
０

　

三
沢
空
港
振
興

会
（
会
長　

三
沢

市
長
）
で
は
、
三

沢
空
港
を
起
点
と

す
る
地
域
振
興
の

た
め
、
様
々
な
取

り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。こ
の
度
、

平
成
22
年
10
月
か

ら
運
休
し
て
い
た

三
沢
＝
大
阪
（
伊

丹
）
線
が
本
年
３

月
31
日
に
再
開
し

ま
し
た
。
機
材
は

小
型
機
エ
ン
ブ
ラ

エ
ル
１
７
０
（
76

席
）
を
使
用
し
、

１
日
１
往
復
し
ま

す
の
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

自
立
支
援
医
療（
育
成
医
療
）の

�

申
請
・
相
談
窓
口
に
つ
い
て

障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
の

�

設
置
に
つ
い
て

計
画
相
談
支
援

障
害
児
相
談
支
援
に
つ
い
て

三
沢
空
港　

大
阪（
伊
丹
）線
が

�

３
月
31
日
か
ら
再
開

路　線 便　名 出発時間 到着時間

大阪（伊丹） → 三沢 JAL2163 10：55 12：30

三沢 → 大阪（伊丹） JAL2164 13：00 14：45

●えと鮮魚店　　●平尾時計店　●リビングのざか　●高野薬局　●ウグイス理・美容院
●久保田衣料店　●松浦酒店　　●古林酒店　　　　●エルマートクマサワ　
●商業協同組合事務局（商工会内） 

「ふれあいカード（満点）・商品券」で税金や公共
料金を納める事が出来ます

水道料の納入と野辺地病院の支払いにもお使い頂け
ます。　　　（野辺地病院は、満点カードのみ）

住民税、固定資産税、軽自動車税、
国民健康保険、介護保険料、保育料、
学校給食費

(※期限を過ぎますと使用できなくなりますのでご注意下さい。)

※新カードへ１枚にまとめて入
れ替えます。
※プレミアカードは、ポイント２
倍で入れます。

※有効期限シールを貼ると
2014年（平成26年）７月
までご使用頂けます。

新カードへの更新手続き、満点カードの延長手続は

さらに４月１日より

野辺地町商業協同組合
野辺地町商工会内　☎0175-64-2164

2013年（平成25年）４月１日～７月31日までに下記加盟店で行ってください。

現在お使いの
ふれあいカードは？

半端ポイントカード 満点カード半端ポイントカード 満点カード
現在お使いの
ふれあいカードは？

お知らせ
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平
成
25
年
度
協
会
け
ん
ぽ

青
森
支
部
の
健
康
保
険
利

率
に
つ
い
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

介
護
予
防
教
室
参
加
者
募
集

　
「
２
０
１
３
北
海
道
・
東
北
Ｂ

－

１

グ
ラ
ン
プ
リ
in
十
和
田
」
で
一
緒
に

イ
ベ
ン
ト
の
運
営
に
携
わ
り
、
主
催

者
の
一
員
と
し
て
ま
ち
お
こ
し
に
か

か
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
日
時

　

平
成
25
年
９
月
７
日
（
土
）
～

�

９
月
８
日
（
日
）

　

８
時
30
分
か
ら
16
時
30
分

　
（
※
活
動
時
間
は
目
安
）

○
活
動
内
容

　

出
展
団
体
補
助
、
会
場
案
内
、
交

通
誘
導
、
清
掃
等

※�

イ
ベ
ン
ト
当
日
は
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
、昼
食
を
ご
用
意
い
た
し
ま
す
。

○
対
象

　

高
校
生
以
上
の
方
（
※
高
校
生
は

保
護
者
の
承
諾
が
必
要
で
す
。）

○
申
込
期
間

　

４
月
１
日
～
６
月
30
日

○
申
込
方
法

　

事
務
局
備
え
付
け
の
申
込
書
に

必
要
事
項
を
御
記
入
の
上
、
郵
送
、

E-m
ail

、
ご
持
参
の
い
ず
れ
か
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
そ
の
他

　

申
込
者
に
対
し
て
は
、
後
日
、
説

明
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

○
申
込
み
・
問
合
せ
先

〒
０
３
４

－

０
０
８
２

青
森
県
十
和
田
市
西
二
番
町
４

－

11

十
和
田
商
工
会
館　

４
Ｆ

☎
０
１
７
６

－

24

－

１
６
３
５

Ｅ

－

Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｌ

�
b1.tow

ada@
gm
ail.com

　

転
倒
・
認
知
・
閉
じ
こ
も
り
予
防

及
び
口
腔
ケ
ア
向
上
し
た
い
方
を
募

集
し
ま
す
。

○
対
象
者

・
野
辺
地
町
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

○
募
集
人
数

　
�

50
人
程
度
（
50
人
を
超
え
た
場
合

は
利
用
回
数
が
隔
週
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
）

○
日　

時

　

�

６
月
～
翌
年
３
月
ま
で
、
毎
週
木

曜　

10
時
～
11
時
30
分
（
予
定
）

○
場　

所

　

�

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
へ
じ
及
び

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
（
予
定
）

※�

詳
細
日
程
に
つ
い
て
は
５
月
以
降

に
参
加
者
へ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
内　

容

①
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ　

②
認
知
症

予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム　

③
口
腔
ケ
ア　

④
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス　

⑤
ヨ
ガ　

等

（
予
定
）

○
申
込
み
先
・
期
限

　

�

４
月
１
日
～
４
月
30
日
の
間
に
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

☎
65

－

１
７
７
７

　

�

徒
歩
や
交
通
手
段
を
使
い
、
会
場

ま
で
お
越
し
い
た
だ
け
る
方
、
皆

で
ワ
イ
ワ
イ
活
動
し
た
い
方
、
是

非
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

児

童

館

行

事

電
話
（
64
）
３
１
０
６

◆
新
登
録
児
を
迎
え
る
会

　

17
日
（
水
）　

16
時
～

◆
避
難
訓
練

　

23
日
（
火
）　

16
時
30
分
～

◆
あ
た
ご
ク
ラ
ブ
総
会

　

26
日
（
金
）　

18
時
30
分
～

図

書

館

行

事

電
話
（
64
）
２
１
９
５

◆�

お
は
な
し
サ
ー
ク
ル「
虹
色
の
会
」

／
６
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～

定
例
会

◆�

英
会
話
サ
ー
ク
ル
／
８
・
15
・
22

日
（
月
）
午
後
３
時
30
分
～
４
時

30
分

◆�

朗
読
の
会
「
秋
桜
」
／
11
日
（
木
）

午
前
10
時　

定
例
会

◆�
お
は
な
し
工
房
／
13
日
（
土
）
午

後
２
時
15
分
～
「
読
み
聞
か
せ
と

工
作
会
」

◆�

ヨ
チ
ヨ
チ
お
は
な
し
会
（
３
才
未

満
児
向
け
）
／
19
日
（
金
）
午
前

10
時
30
分
～　

中
央
公
民
館

◆�

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
／
24
日
（
水
）

午
前
９
時
30
分
（
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー
）

こ
ど
も
の
読
書
週
間
行
事

　
４
月
23
日
（
火
）
～
５
月
12
日
（
日
）

 

春
の
ド
キ
ド
キ
お
は
な
し
会

　

お
は
な
し
サ
ー
ク
ル「
虹
色
の
会
」

図
書
館
ク
イ
ズ
～
調
べ
て
み
よ
う
～

　

図
書
館
に
あ
る
本
を
使
っ
て
ク
イ

ズ
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
期　

間　

読
書
週
間
期
間
中

◆
対　

象　

小
・
中
学
生

お
は
な
し
お
手
紙

　

お
話
の
登
場
人
物
宛
て
に
お
手
紙

を
書
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
対　

象　

小
学
生

◆
募　

集�　
21
日（
日
）ま
で
に
図
書

館
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◆
掲　

示　

読
書
週
間
期
間
中

図書館おすすめの新刊（入荷予定本）
書　　　名 著　者　名

蘭陵王の恋　新・御宿かわせみ 平　岩　弓　枝
一路　上・下 浅　田　次　郎
桜ほうさら� 宮　部　みゆき
ローカル線で行こう！ 真　保　裕　一
ガソリン生活 伊　坂　幸太郎
ハピネス 桐　野　夏　生
夢を売る男 百　田　尚　樹
できる大人の話のネタ全書 話題の達人倶楽部

本　の　展　示
本屋大賞の本展� ４／３日（水）～21日（日）
たくさん読んで大きくなあれの本展� ４／23日（火）～５／12（日）

の
皆
さ
ん
に
よ
る
お
は
な
し
会
を
行

い
ま
す
。

◆�

日　

時　

５
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
～
３
時

◆
場　

所　

図
書
館
視
聴
覚
室

◆
対　

象�　
幼
児
、
小
学
生
と
そ
の

保
護
者

　

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん

ぽ
）
青
森
支
部
で
は
、
県
内
の
中
小

企
業
の
従
業
員
と
そ
の
ご
家
族
が
加

入
す
る
健
康
保
険
事
業
運
営
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
医
療
費
の
増
加
、
景
気

の
低
迷
に
よ
る
保
険
料
収
入
の
減
少

等
に
よ
り
、
健
康
保
険
料
率
の
引
き

上
げ
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
平
成
25
年
度
に
お
け
る
党
支
部

の
健
康
保
険
料
率
は
、
現
行
の
10
％

に
据
置
き
と
な
り
ま
し
た
。（
介
護

保
険
料
も
１
・
55
％
に
据
え
置
き
）

　

協
会
け
ん
ぽ
は
、
引
き
続
き
、
加

入
者
と
事
業
主
の
皆
さ
ま
の
保
険
料

負
担
軽
減
に
向
け
、
国
庫
補
助
率
の

引
き
上
げ
、
高
齢
者
医
療
制
度
の
見

直
し
な
ど
、
国
を
は
じ
め
関
係
方
面

に
求
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

○
問
合
せ
先

全
国
健
康
保
険
協
会
青
森
支
部

青
森
市
長
島
２

－

25

－

３

☎
０
１
７

－

７
２
１

－

２
７
１
３

読
書
で
ス
タ
ン
プ
レ
ー
ス

　

図
書
館
の
本
を
借
り
て
30
冊
分
の

ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
期　

間　

４
月
23
日
（
火
）
～

　
　
　
　
　

５
月
31
日
（
金
）

　

対　

象　

幼
児
、
小
学
生

ミニガイド



16

野
辺
地
中
学
校
改
築
記
念

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
作
成

広報紙の広告欄をご利用ください。配布部数６千部毎戸配布

１号広告
　下１段（縦５㎝×横18. ５㎝）� 金額16,000円

２号広告
　下１段の２分の１（縦５㎝×横９㎝）� 金額８,000円

※詳細については、役場総務課広報係まで　☎64－2111（内線227）

　

野
辺
地
中
学
校
校
地
内
の
樹
木
が

伐
採
さ
れ
、
長
く
野
辺
地
中
学
校
や

生
徒
・
地
域
住
民
を
見
守
っ
て
き
た

樹
木
の
一
部
で
も
姿
を
変
え
、
後
世

に
残
し
た
い
と
い
う
願
い
の
も
と
、

「
野
辺
地
中
学
校
改
築
記
念
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
制
作
事
業
実
行
委
員
会
」
が

作
ら
れ
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
は
野
辺
地
中
学
校
同
窓

会
と
野
辺
地
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会
員

で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
事
業
目
的

①�

地
域
を
見
守
っ
て
き
て
樹
木
の
一

部
で
も
姿
を
変
え
、後
世
に
残
す
。

②�

残
す
に
あ
た
っ
て
、
地
域
住
民
の

想
い
を
こ
も
っ
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

（
芸
術
作
品
）に
す
る
。

③�

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
以
外
に
も
、
校
内

で
の
生
活
に
生
か
せ
る
よ
う
な
ベ

ン
チ
な
ど
を
制
作
す
る
。

④�

本
事
業
で
作
成
さ
れ
た
も
の
を

「
落
成
記
念
式
典
」に
併
せ
て
、
学

校
に
寄
付
す
る
。

⑤�

生
徒
、職
員
、Ｐ
Ｔ
Ａ
、同
窓
会
員
、

町
民
が
一
体
と
な
っ
て
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
を
作
成
す
る
。

○
製
作
者

向
井　

勝
實（
む
か
い
か
つ
み
）さ
ん

青
森
県
東
北
町
出
身
の
彫
刻
家
。
現

在
は
茨
城
県
那
須
町
在
住
。

　

向
井
さ
ん
は
５
月
に
来
町
、
一
ヶ

月
ほ
ど
町
内
に
滞
在
し
彫
刻
作
業
を

行
い
ま
す
。
作
業
場
所
は
、
野
辺
地

中
学
校
臨
時
避
難
場
所
（
旧
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
）
で
す
。
見
学
は
自
由
で
す

の
で
、
是
非
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
最
後
の
段
階
で
ノ
ミ
を
小

学
校
児
童
、
中
学
校
生
徒
、
町
民
の

方
々
、
町
外
の
野
辺
地
中
学
校
出
身

者
の
方
々
に
持
っ
て
も
ら
い
一
彫
り

で
も
作
業
に
参
加
し
て
欲
し
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

作
業
日
程
等
は
後
日
、
改
め
て
ご

案
内
い
た
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

○
問
合
せ
先

　

�

野
辺
地
中
学
校
改
築
記
念
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
制
作
事
業
実
行
委
員
会

　

野
辺
地
中
学
校
長　

後
藤
ま
で

�

☎
64

－

２
２
２
５

平成25年２月末の人身事故の発生状況
区分

町村別

平成25年 平成24年
前年比

２月中 累　計 累　計

発生 死者 傷者 発生 死者 傷者 発生 死者 傷者 発生 死者 傷者

野辺地町 3 0 3 7 0 8 10 0 11 （ｰ）� 3（+）� 0（ｰ）� 3

横浜町 1 0 1 3 1 2 13 0 16 （ｰ）� 10（+）� 1（ｰ）� 14

六ヶ所村 1 0 1 3 0 6 4 0 7 （ｰ）� 1（+）� 0（ｰ）� 1

合 計 5 0 5 13 1 16 27 0 34 （ｰ）� 14（+）� 1（ｰ）� 18

町広報紙への広告募集中 ! !

彫刻家　向井勝實さん

平成25年　春の全国交通安全運動　のお知らせ

○運転者の方へ
・安全確認を徹底し、速度を控え、思いやり運転を心掛けましょう。
・�飲酒運転は犯罪です。翌朝も酔いが醒めたと過信せず、アルコールチェッカー等で確認をしましょう。
・後部座席もシートベルトを着用させましょう。チャイルドシートは子どもの体格に合ったものを使用
しましょう。

○自転車利用者の方へ
・自転車安全整備店において点検・整備を受け、万が一に備え賠償保険（ＴＳマーク等）にも加入しま
しょう。
・自転車は車の仲間です。交通ルールとマナーを守って安全に利用しましょう。

○歩行者の方へ
・信号のある横断歩道を利用し、右折や左折の車両にも注意して渡りましょう。
・夕暮れ時・夜間の外出時には、反射材用品を着用しましょう。

◆ 昭和43年以降、全国で交通死亡事故がなかった日はありません。私たち一人ひとりの意識と行動が、交通事故抑止
につながります。県民総ぐるみで悲惨な交通事故をなくしましょう。

４月10日（水）は「交通事故死ゼロを目指す日」です。

４月６日（土）から４月15日（月）まで、
「春の全国交通安全運動」が実施されます。

ミニガイド



伊
藤　

俊
勝
（
73
）
金
沢
町

白
濵
ハ
ツ
ノ
（
83
）
八
幡
町

蛯
澤
テ
イ
子
（
72
）
駅
前
１

和
島　

キ
ミ
（
90
）
上
袋
町

奥
川　

レ
ツ
（
99
）
城　

内

蛯
名　

き
み
（
91
）
下
町
一

柴
崎　

や
ゑ
（
90
）
馬
門
１

旗
谷　

健
吉
（
83
）
浜　

町

髙
田　

ち
や
（
91
）
中
袋
町

福
田　

房
子
（
85
）
下
町
一

千
引　

雄
二
（
76
）
下
袋
町

倉
岡　

み
さ
（
93
）
下
町
一

　
「
戸
籍
の
窓
」
に
は
、
当
町
に
届
け

ら
れ
た
出
生
と
死
亡
に
つ
い
て
掲
載

し
て
い
ま
す
が
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
関
す
る
こ
と
な
の
で
、
載
せ

て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
け
出
の

際
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

�

（
２
月
受
付
分
）
町
民
課　
　

●第１・３月曜日

老人福祉センター

時間：午前10時～午後２時

バス運行日　４月15日

健康づくり憩いの湯

●毎週月・木曜日（祝祭日

除く）

　有戸地区はまなす

　　　　ふれあいセンター

時間：午後１時

　　　　～午後２時

バス運行日（毎週月･木曜日）

４月１・４・８・11・15・

18・22・25

米
内
山
瑠る
る
あ愛
ち
ゃ
ん
（ 

務 

）
金
沢
町

敦
賀　

美み

羽う
ち
ゃ
ん
（
浩
司
）
下
袋
町

越
前
菜な

な々

子こ
ち
ゃ
ん
（
雅
彦
）
城　

内

滝
沢　

蕾み

桜お
ち
ゃ
ん
（ 

慧 

）
川　

目

木
村　

理り

沙さ
ち
ゃ
ん
（
栄
一
）
金
沢
町

町
長
室
か
ら
こ
ん
に
ち
は

 

〜
平
成
25
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ
て
〜
　

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
益
々
御
健
勝

で
お
過
ご
し
の
こ
と
と
、
御
推
察
申

し
上
げ
ま
す
。

　

４
月
よ
り
、
新
た
に
平
成
25
年
度

が
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
す
。
去
る
３
月

１
日
に
開
催
さ
れ
た
町
議
会
定
例
会

に
お
い
て
、
予
算
総
額
68
億
５
８
０

０
万
円
の
、
平
成
25
年
度
一
般
会
計

予
算
を
御
議
決
い
た
だ
き
、
一
般
会

計
予
算
と
し
て
は
過
去
最
大
規
模
の

予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
平
成
25
年
度
も
「
安
全
で

安
心
な
元
気
の
あ
る
町
」
を
目
指

し
、
第
５
次
野
辺
地
町
ま
ち
づ
く
り

総
合
計
画
を
基
本
に
、
引
き
続
き
、

各
般
の
施
策
を
展
開
し
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
、
特
に
、
平
成
24
年

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
防
災
安
全

課
」
を
中
心
に
、
住
民
の
安
全
・
安

心
に
係
わ
る
対
策
を
早
急
に
お
示
し

し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
中
央
公
民
館
や
体
育
館

な
ど
、
多
く
の
公
共
施
設
に
お
い
て

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

安
全
性
と
利
便
性
の
向
上
を
図
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

特
に
役
場
庁
舎
は
、
防
災
の
拠
点

施
設
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
も
の

で
あ
り
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在

で
も
あ
り
ま
す
。
昭
和
29
年
の
建

設
で
あ
り
ま
す
の
で
、
新
築
に
向
け

て
、
具
体
的
な
動
き
を
示
し
て
い
き

た
い
と
考
え
、
役
場
建
設
基
金
条
例

を
制
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

次
に
平
成
25
年
度
の
役
場
機
構

改
革
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
町

で
は
、
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
へ
の
的
確
な

対
応
、
地
方
分
権
の
進
展
を
踏
ま

え
た
自
主
的
・
自
立
的
な
行
財
政

運
営
体
制
の
確
立
を
図
る
た
め
、
組

織
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
企
画
財
政
課
の
財

政
部
門
を
、
管
財
課
と
一
緒
に
し
、

「
財
政
課
」
を
新
設
し
ま
す
。
そ

し
て
、
産
業
観
光
振
興
課
が
所
管

し
て
い
た
商
工
観
光
労
働
部
門
と
企

画
財
政
課
が
所
管
し
て
い
た
企
画
政

策
部
門
を
一
緒
に
し
、
新
た
に
名
称

を
「
地
域
戦
略
課
」
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
産
業
観
光
振
興
課
は
「
農

林
水
産
課
」
と
し
、
一
次
産
業
の
振

興
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

若
者
の
定
着
を
図
る
た
め
の
雇
用

の
場
の
確
保
、
新
た
な
物
産
や
観
光

資
源
の
開
発
な
ど
を
通
し
て
、
多
く

の
方
々
に
「
行
っ
て
み
た
い
」
と
思
わ

れ
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
地
域
戦

略
課
は
、
こ
の
中
心
と
し
て
、
野
辺

地
町
の
再
生
に
向
け
た
施
策
を
展
開

し
て
参
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様

の
変
わ
ら
ぬ
御
支
援
、
御
指
導
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

野
辺
地
町
長　

中
谷
純
逸

17

お知らせ
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無 料 相 談 案 内
名　　称 相　談　内　容 期日と時間 場　　所 相談担当または電話番号

年 金 相 談
国民年金に関する
こと

４月24日（水）
10：00 ～ 15：00

野 辺 地 町
中 央 公 民 館

青森年金事務所
０１７－７３４－７４９８（予約番号）
（予約が必要です）
〒030-8554青森市中央１丁目22－８

人 権 相 談
困りごと・いやが
らせ等人権の擁護
に関すること

４月２日（火）
９：00 ～ 12：00

野 辺 地 町
中 央 公 民 館

人権擁護委員
64－２１１１

弁護士無料相談 民事・一般 ５月10日（金）
14：15 ～ 16：45

老 人 福 祉
セ ン タ ー

弁護士が対応します。４月30日
（火）まで総務課64︲2111（内227）
へ申し込みください。予約必要

児童家庭相談
養護・児童虐待等
に関すること

月～金曜日
（祝・祭日除く）
10：00 ～ 16：00

健 康 増 進
セ ン タ ー 64－１７７０

行 政 相 談
行政に関する苦情・
要望等に関すること ４月はお休みです。 役 場 相 談 室 行政相談委員

教 育 相 談
しつけ・いじめ等
に関すること

月～金曜日（祝・祭日除く）
10：00 ～ 16：00

教 育 委 員 会
直 通 電 話 64－２１１９

電 話 介 護
相 談 介護に関すること 月～金曜日（祝・祭日除く）

9：00 ～ 16：00
健 康 増 進
セ ン タ ー 64－１７７０

国

民

年

金

保

険

料

３

月

分

の

納

付

期

限

は

４

月

30

日
（

火

）

で

す

防
災
無
線
（
広
報
無
線
）
は
電
話
で
（
無
料
）
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
！
　
☎
０
８
０
０
ー
８
０
０
ー
９
９
５
９詳しくは、下記

にお問い合わせ
ください。

青森年金事務所
☎017︲734︲7495

野辺地町役場　
町民課
☎64︲2111
　（内線241）

国民年金学生納付特例制度のご案内国民年金学生納付特例制度のご案内国民年金学生納付特例制度のご案内国民年金学生納付特例制度のご案内国民年金学生納付特例制度のご案内

　20歳以上の方は、学生であっても国民年金に加入しなければなりません。
　しかし、学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民
年金保険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」があります。
　対象となる方は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、
専修学校及び各種学校（修業年限１年以上である課程）に在学する学生等で、ご本人の前年
所得が次の計算式で計算した金額以下であることが条件です。

　学生納付特例の承認期間は４月から翌年３月までとなりますが、承認を受けた次の年度も
在学予定である場合、４月始めに再申請の用紙が送られてきますので、引続き学生納付特例
制度をご希望の場合は、必要事項を記入の上ご返送ください。

　平成24年度において学生納付特例制度により、保険料納付を猶予されている方で、平成
25年度も引き続き在学予定の方へ、基礎年金番号等が印字されたハガキ形式の学生納付特
例申請書を３月末に送付します。平成24年度と同じ学校等に在学される方は、このハガキ
に必要載事項を記入し返送いただくことにより、平成25年度も学生納付特例の申請ができ
ます。この場合は、在学証明書または学生証の写しの添付は不要です。
　平成25年度は学生納付特例制度を利用せず、保険料の納付を希望される場合は納付書を
送付いたしますので、お手数ですがお近くの年金事務所にご連絡ください。
　なお、はじめて学生納付特例の申請をする方は、従来どおり在学証明書または学生証の写
しの添付が必要です。

国民年金学生納付特例申請について国民年金学生納付特例申請について国民年金学生納付特例申請について国民年金学生納付特例申請について国民年金学生納付特例申請について

〈所得のめやす〉　118万円＋｛扶養親族等の数×38万円｝
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健康増進センター内
　健康づくり課
　前田５番地２
　　　☎64－１７７０☆母子健康手帳の発行は各種相談と同様、毎週火・木曜日（８：30～17：00）となります。

保健行事名 月日・時間 場所・ＴＥＬ 対象 内容 備考

４カ月児
　　子ども健診

４月11日（木）
13：15開始

５月９日（木）
13：15開始

野辺地病院
小　児　科
（64－3211）

（４月11日）
平成24年12月生まれ

（５月９日）
平成25年１月生まれ

身体計測
小児科医療診察

対象者には個別に通
知します。

７カ月児
　　子ども相談

４月24日（水）
10：00開始

健�康�増�進
セ�ン�タ�ー
（64－1770）

電話での御
相談・お問
い合わせは
64－8080
（はればれ）
火・木曜日

平成24年９月生まれの乳児

育児相談
離乳食中期指導
離乳食試食
身体計測

母子健康手帳、バス
タオルをお持ちくだ
さい。
対象者への個別通知
はしておりません。
毎月の広報で確認の
うえおいでください。

10カ月児
子ども健診

４月24日（水）
13：30開始 平成24年６月生まれの乳児 育児相談

離乳食後期指導
身体計測・歯科保健指導・歯
科健診等

１歳児
　　子ども健診

４月24日（水）
13：30開始 平成24年４月生まれの乳児

みんなの
　　子ども相談

４月24日（水）
14：30

０歳児から就学前まででこれ
までの子ども健診・相談の対
象月年齢以外の児（希望者）

育児相談・栄養相談
身体計測
歯科健診等

できれば、前日までに
健康増進センターに
お申し込みください。

１歳６カ月児
　　子ども健診

５月14日（火）
12：50開始

平成23年10月～ 11月生まれの
幼児

育児相談・身体計測
小児科医診察
歯科健診等

対象者には個別に通
知します。

３歳児
　　子ども健診

４月16日（火）
12：40開始

平成21年９月～ 10月生まれの
幼児

育児相談・身体計測
生活栄養指導
小児科診察・歯科健診
尿検査・聴覚検査等

対象者には個別に通
知します。

すくすくテレフォン 火・木曜日
（祝祭日を除く）
８：30 ～ 17：00

妊婦、産後の方、育児中の母
親、家族の方など

妊婦・育児の電話相談
（保健師が対応）

思春期はればれ
電話相談

思春期の方、思春期のお子さ
んをもつ親など

思春期のこころやからだの電
話相談（保健師が対応）

総合健康相談
火・木曜日

（祝祭日を除く）
８：30 ～ 17：00

町民一般
保健師による健康相談
管理栄養士による食事相談
薬剤師によるお薬の相談

あれば健康手帳や健
診結果通知書をお持
ちください。
事前にお申し込みく
ださい。

マ タ ニ テ ィ
サ ロ ン

４月９日（火）
13：30 ～ 15：00

健�康�増�進
セ�ン�タ�ー 妊婦とその家族

おしゃべり、情報交換、リフ
レッシュ
助産婦によるミニ講話

事前申込み不要

こども救急
電話相談

<毎　日>
午後７時～
翌午前８時まで

♯8000
または
017－722－1152

小児の保護者等

小児の急病等、家庭内での対応
や医療機関への受診目安などの
相談対応（看護師が相談に応じま
す。治療行為ではありません。）

青森県が実施主体で
す。

日本脳炎
定期予防接種

通　年 町内委託
医療機関

平成７年６月１日～
平成19年４月１日
生まれの方

予防接種法による定期接種
（休止による特例対象）

くわしくはお問い合
わせください。

■町の人口

25年２月28日現在 前月比 前年同月比

14,620 （－） 16 （－） 97

　男 6,884

　女 7,736

（－） 6

（－） 10

（－） 36

（－） 61

世帯数 6,587 （±） 0 （＋） 53

♥献血日のお知らせ ４月13日㈯ マックスバリュ野辺地店　10：00 ～ 12：00　13：15 ～ 16：00 ♥

じ～の

一、私たちは、烏帽子岳のような誇り
高い文化と教育の町をつくります。

一、私たちは、野辺地川のような清い
心と美しい町をまもります。

一、私たちは、十符ヶ浦のような大き
い望みとゆたかな町をめざします。

一、私たちは、愛宕山のような温かい
福祉と健康な町をきずきます。

一、私たちは、人の和を大切にし活力
のみなぎる町づくりをすすめます。

　私
た
ち
の
町
は
、
恵
ま
れ
た
自
然
と
先

人
よ
り
受
け
つ
い
だ
文
化
の
香
り
た
か
い

町
で
す
。

　私
た
ち
は
、
心
を
あ
わ
せ
て
「
真
実
と

友
愛
の
あ
ふ
れ
る
明
る
く
住
み
よ
い
町
」

を
つ
く
る
た
め
に
、
こ
の
憲
章
を
定
め
ま
す
。

野
辺
地
町
町
民
憲
章

・
交
通
安
全
早
め
て
ん
と
う
虫
作
戦
！
夕
暮
れ
時
は

早
め
の
点
灯
時
刻

４
月
は
17
時



20

今
月
の
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

絵　

画　

教　

室

　

絵
画
教
室
は
、
元
々
、
平
成

９
年
に
チ
ャ
ー
チ
ル
会
と
し
て

活
動
を
始
め
、
昨
年
か
ら
絵
画

教
室
と
し
て
活
動
を
始
め
ま
し

た
。

　

現
在
の
活
動
は
主
に
油
絵
で
、

１
枚
の
作
品
が
完
成
す
る
の
に

１
ヵ
月
～
２
ヵ
月
か
か
る
そ
う

で
す
。

　

絵
画
教
室
に
は
「
環
境
大
臣

賞
」
や
青
森
県
の
展
覧
会
で
「
特

選
」
等
各
賞
の
受
賞
者
や
「
県

民
い
き
い
き
老
人
賞
」
を
受
賞

し
た
現
在
98
歳
の
会
員
も
お
り
、

お
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら

活
動
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

代
表
者
の
村
井
さ
ん
は

「
油
絵
は
何
度
で
も
や
り
直

し
が
で
き
る
の
で
、
気
楽
に

描
け
る
と
こ
ろ
が
い
い
で

す
」
と
油
絵
の
魅
力
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
公
民
館
の
「
み
ん

な
の
教
室
」
の
一
つ
と
し
て

活
動
し
て
お
り
、
16
名
の
会

員
が
い
る
そ
う
で
す
。

　

第
２
・
４
週
目
の
土
日
に

活
動
し
て
い
ま
す
の
で
、
興

味
の
あ
る
方
は
公
民
館
へ
問

い
合
わ
せ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

やったね！これからも歯みがき
がんばろうね。

母　友美　下袋町　

虫歯ゼロおめでとう！これからも
ハミガキ一緒に頑張ろうね。

母　千恵子　金沢町　

ムシ歯にならないようにこれか
らも一緒にがんばろうね！！

母　清子　上袋町　

あめが大スキな海音が虫歯ゼ
ロ！！やったね。おめでとう。

母　亜津子　中袋町　

 たきさわ

はるか
滝沢　　遥くん 

 の  むら
な　お

野村　奈央ちゃん 

 み おん
乙部　海音ちゃん

おと  べ

 と　わ 
飛内　斗吾くん

とびない

ぼ
く
た
ち
、わ
た
し
た
ち
の

だ
よ
♪

ぼ
く
た
ち歯
わ
た
し
た
ち
の

だ
よ

ピ
カ
ピ
カ

ピ
カ
ピ
カ

３歳児健診で
虫歯ゼロの
子です

活動風景

平成25年４月１日　第648号　毎月１日発行　青森県野辺地町役場総務課　☎（0175）64－2111町の花｢はまなす｣・町の鳥｢かもめ｣・町の木｢さくら｣


